
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】それぞれ異なる使用者の顔面骨格に合わせてマ

スクが収縮または膨張するようにしてマスクの着用感を

極大化し、着用されたマスクから発生する陰イオン、遠

赤外線、レーザー光線などにより顔面の肌に張りを与え

ると同時に、小皺、染み及び炎症の除去、美白効果、痛

み緩和、免疫力増加、皮膚保護効果を期待できるように

した美容マッサージマスクの提供。

【解決手段】目、鼻、口及び耳の位置部位にそれぞれ相

応するホール２を形成し、両側端にそれぞれ締結孔８と

締結具７を備え、内部に多数のレーザー発生器４と多数

の宝石５を均一に分布させたマスク１において、マスク

１の内側に設けられ、顔面の頬、額、顎部に対応する部

位に均一に配列された熱線１０と、マスク１の内側に設

けられ、エア注入ポンプ２２の作動によって空気が注入

されて膨張し、排出バルブ３０のオープンによって空気

が排出されて収縮するエアパッド２０とを備える。

【選択図】図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
目 、 鼻 、 口 及 び 耳 の 位 置 部 位 に そ れ ぞ れ 相 応 す る ホ ー ル を 形 成 し 、 両 側 端 に そ れ ぞ れ 締 結
孔 と 締 結 具 を 備 え 、 内 部 に 多 数 の レ ー ザ ー 発 生 器 と 多 数 の 宝 石 を 均 一 に 分 布 さ せ た マ ス ク
に お い て 、
前 記 マ ス ク の 内 側 に 設 け ら れ 、 顔 面 の 頬 、 額 、 顎 部 に 対 応 す る 部 位 に 均 一 に 配 列 さ れ た 熱
線 と 、
前 記 マ ス ク の 内 側 に 設 け ら れ 、 エ ア 注 入 ポ ン プ の 作 動 に よ っ て 空 気 が 注 入 さ れ て 膨 張 し 、
排 出 バ ル ブ の オ ー プ ン に よ っ て 空 気 が 排 出 さ れ て 収 縮 す る エ ア パ ッ ド と を 備 え て な る こ と
を 特 徴 と す る 、 美 容 マ ッ サ ー ジ マ ス ク 。

【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 美 容 マ ッ サ ー ジ マ ス ク に 係 り 、 さ ら に 詳 し く は 、 使 用 者 の 顔 面 骨 格 に 合 わ せ
て 着 用 し 易 く し て 小 皺 、 染 み 及 び 炎 症 の 除 去 、 美 白 効 果 、 痛 み 緩 和 、 免 疫 力 増 加 、 皮 膚 保
護 効 果 を 期 待 で き る よ う に し た 美 容 マ ッ サ ー ジ マ ス ク に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 、 人 体 の 皮 膚 は 、 ２ ０ 代 後 半 か ら 老 化 現 象 に よ っ て 皺 が 出 来 始 ま り 、 肌 に 弾 力 と
ハ リ が な く な る な ど の 現 象 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 老 化 現 象 を 抑 え る た め の 手 段 と し て 、 主 に 各 種 化 粧 品 と マ ッ サ ー ジ 用 ク リ ー
ム な ど の 機 能 性 塗 布 剤 を 使 用 し て き た が 、 各 種 皮 膚 疾 患 な ど の 副 作 用 が 起 こ り 、 最 近 は そ
の 使 用 が 漸 次 減 少 し て い る 趨 勢 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な 趨 勢 に 応 え て 、 各 種 皮 膚 管 理 、 メ イ ク ア ッ プ な ど と 命 名 さ れ る 皮 膚 管 理 専 門
店 が 流 行 っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 皮 膚 管 理 専 門 店 で は 、 大 部 分 、 皺 除 去 及 び 皮 膚 管 理 用 栄 養 ク リ ー ム や 機 能 性 オ イ ル な ど
を 顔 面 部 に 適 当 に 塗 布 し た 後 、 マ ス ク を 一 定 の 時 間 着 用 さ せ る こ と に よ り 、 前 記 マ ス ク か
ら 得 ら れ る マ ッ サ ー ジ 効 果 を 着 用 者 に 提 供 す る 管 理 方 式 を 採 用 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 と こ ろ が 、 従 来 の マ ッ サ ー ジ マ ス ク は 、 一 般 に 震 え や 振 動 を 誘 導 し て マ ッ サ ー ジ 効 果 を
発 生 さ せ る た め に マ ス ク の 内 部 に 別 途 の モ ー タ ー を 設 置 し て い る の で 、 モ ー タ ー 設 置 に よ
り マ ス ク の 重 量 が 増 加 す る う え 、 機 械 的 な 騒 音 が 発 生 し て 使 用 者 に 不 快 感 を 与 え る と い う
問 題 点 な ど が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ の 上 、 使 用 者 の そ れ ぞ れ 異 な る 顔 面 骨 格 に 合 わ せ て 顔 面 に 着 用 さ れ る マ ス ク が 大 き い
あ る い は 小 さ い た め 、 し っ か り し た マ ッ サ ー ジ が 行 わ れ な い と い う 問 題 点 が あ り 、 こ れ に
よ り 使 用 者 に 応 じ て 骨 格 に 合 う マ ス ク を 取 り 替 え な け れ ば な ら な い と い う 煩 わ し い 問 題 点
も あ っ た 。
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ こ で 、 本 考 案 は こ の よ う な 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は
、 そ れ ぞ れ 異 な る 使 用 者 の 顔 面 骨 格 に 合 わ せ て マ ス ク が 収 縮 ま た は 膨 張 す る よ う に し て マ
ス ク の 着 用 感 を 極 大 化 し 、 着 用 さ れ た マ ス ク か ら 発 生 す る 陰 イ オ ン 、 遠 赤 外 線 、 レ ー ザ ー
光 線 な ど に よ り 顔 面 の 肌 に 張 り を 与 え る と 同 時 に 、 小 皺 、 染 み 及 び 炎 症 の 除 去 、 美 白 効 果
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、 痛 み 緩 和 、 免 疫 力 増 加 、 皮 膚 保 護 効 果 を 期 待 で き る よ う に し た 美 容 マ ッ サ ー ジ マ ス ク を
提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 考 案 の あ る 観 点 に よ れ ば 、 顔 面 骨 格 の 形 状 に 対 応 す る よ
う に マ ス ク 本 体 を 備 え た 状 態 で 目 、 鼻 及 び 口 の 位 置 部 位 に そ れ ぞ れ 相 応 す る ホ ー ル を 形 成
し 、 前 記 マ ス ク の 内 部 に 熱 線 、 レ ー ザ ー 発 生 器 お よ び 宝 石 を 配 置 し 、 そ の 後 端 に は エ ア ポ
ン プ の 押 圧 に よ っ て エ ア が 注 入 さ れ て 膨 張 す る エ ア パ ッ ド を 内 蔵 し た こ と を 特 徴 と す る 、
美 容 マ ッ サ ー ジ マ ス ク が 提 供 さ れ る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 述 し た よ う に 、 本 考 案 の マ ス ク は 、 内 側 面 の 顔 の 特 殊 部 位 に レ ー ザ ー 発 生 器 と 宝 石 を
多 数 埋 設 し て 、 電 源 を 加 え る と 、 レ ー ザ ー 発 生 器 か ら レ ー ザ ー 光 線 が 出 力 さ れ て 肌 に 約 ３
～ ５ ｍ ｍ 浸 透 し 、 宝 石 か ら 遠 赤 外 線 及 び 陰 イ オ ン が 共 に 発 生 す る こ と に よ り 、 肌 の 弾 力 性
、 小 皺 、 染 み 及 び 炎 症 の 除 去 、 美 白 効 果 、 痛 み 緩 和 、 免 疫 力 増 加 及 び 皮 膚 保 護 効 果 を 期 待
す る こ と が で き る の で 、 確 実 な 使 用 者 の マ ッ サ ー ジ 効 果 を 期 待 す る こ と が で き る と い う 非
常 に 有 用 な 考 案 で あ る こ と が 明 白 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 マ ス ク に エ ア パ ッ ド を 内 蔵 す る こ と に よ り 、 空 気 を 吸 入 、 排 出 さ せ て 使 用 者 の 顔
面 輪 郭 に 合 わ せ て 調 節 す る こ と が で き る と と も に 、 着 用 感 を 極 大 化 す る こ と が で き る と い
う 効 果 が あ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 に 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら 、 本 考 案 の 好 適 な 実 施 例 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま ず 、 図 １ ～ 図 ２ に 示 す よ う に 、 本 考 案 の マ ス ク １ は 、 目 、 鼻 及 び 耳 の 位 置 部 位 に そ れ
ぞ れ 相 応 す る ホ ー ル ２ を 備 え て お り 、 前 記 マ ス ク １ が 使 用 者 の 顔 に 容 易 に 着 用 さ れ る よ う
、 一 端 に は 締 結 孔 ８ を 形 成 し 、 他 端 に は 一 体 に 構 成 さ れ た 雄 マ ジ ッ ク テ ー プ （ 登 録 商 標 ）
７ ａ 及 び 雌 マ ジ ッ ク テ ー プ （ 登 録 商 標 ） ７ ｂ か ら な る 締 結 具 ７ を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 締 結 具 ７ の 一 側 部 に は 弾 力 性 に 優 れ た 弾 性 紐 ７ ｃ が 一 部 連 結 さ れ て い る 。 こ の よ う
な 締 結 具 ７ は 、 締 結 孔 ８ に 挿 通 し て 頭 部 を 取 り 巻 く よ う に し て 、 雌 マ ジ ッ ク テ ー プ （ 登 録
商 標 ） ７ ｂ を 雄 マ ジ ッ ク テ ー プ （ 登 録 商 標 ） ７ ａ に 付 着 さ せ て 使 用 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 マ ス ク １ に は そ れ ぞ れ 宝 石 ５ 、 熱 線 、 レ ー ザ ー 発 生 器 ４ 及 び エ ア パ ッ ド ２ ０ が 内 蔵
さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 宝 石 ５ は 、 マ ス ク の 内 面 （ 着 用 面 ） に 熱 融 着 さ れ て 多 数 埋 設 さ れ る が 、 顔 面 の 筋 肉
に 適 す る よ う に 配 列 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 前 記 熱 線 １ ０ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 一 側 を 始 ま り と し て 顔 面 の 額 部 位 、 頬 部 位 及 び 顎
部 位 側 に 内 蔵 、 配 列 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 前 記 レ ー ザ ー 発 生 器 ４ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 一 側 を 始 ま り と し て 、 顔 面 の 額 部 位 、 頬
部 位 、 目 の 下 部 及 び 顎 部 位 側 に 内 蔵 、 配 列 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 前 記 レ ー ザ ー 発 生 器 ４ は 、 制 御 部 ３ の 操 作 ボ タ ン に よ っ て 操 作 し 、 レ ー ザ ー 光 線 を 使 用
者 の 皮 膚 に ２ ～ ３ ｍ ｍ 浸 透 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ５ 、 図 ６ ａ 及 び 図 ６ ｂ に 示 す よ う に 、 エ ア パ ッ ド ２ ０ は 、 マ ス ク １ の 形 状 と 同 様 に 目
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、 鼻 、 口 の 位 置 部 位 が 穿 孔 さ れ 、 エ ア を 内 蔵 す る た め の ホ ー ル ２ １ が 備 え ら れ 、 一 側 に は
注 入 ホ ー ス ３ ４ が 連 結 さ れ 、 注 入 ホ ー ス の 端 部 に は 排 出 バ ル ブ ３ ０ と エ ア 注 入 ポ ン プ ２ ２
が 結 合 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 前 記 エ ア 注 入 ポ ン プ ２ ２ は 、 両 端 に そ れ ぞ れ 逆 止 め 弁 ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ が 結 合 す る た め 、
エ ア 注 入 ポ ン プ ２ ２ を 押 す 度 に 排 出 バ ル ブ ３ ０ 、 注 入 ホ ー ス ３ ４ を 介 し て エ ア パ ッ ド ２ ０
の ホ ー ル ２ １ に エ ア が 注 入 さ れ る よ う に す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 前 記 排 出 バ ル ブ ３ ０ は 、 内 部 が 貫 通 し て い る 管 ３ ３ を 形 成 し 、 管 ３ ３ の 上 端 に 排 出 孔 ３
５ を 形 成 す る 。 こ の 排 出 孔 ３ ５ に は 下 部 に 遮 断 板 ３ ２ が 連 結 さ れ た 排 出 ピ ン ３ １ を 挿 入 す
る 。 ス プ リ ン グ Ｓ に よ っ て 上 部 に 密 着 す る よ う に し て 、 遮 断 板 ３ ２ が 排 出 孔 ３ ５ を 遮 断 す
る よ う に す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 次 に 、 前 記 構 成 を 有 す る 美 容 マ ッ サ ー ジ マ ス ク の 作 用 効 果 及 び 使 用 状 態 に つ い て 説 明 す
る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま ず 、 マ ス ク １ を 顔 面 に 密 着 さ せ 、 一 側 の 締 結 具 ７ を 引 っ 張 る こ と に よ り 、 他 側 に 設 け
ら れ た 締 結 孔 ８ に 挿 通 し て 雌 マ ジ ッ ク テ ー プ ７ ｂ を 雄 マ ジ ッ ク テ ー プ ７ ａ に 付 着 さ せ る 。
こ の 際 、 使 用 者 の 頭 部 が 大 き い あ る い は 小 さ い 場 合 で も 、 締 結 具 ７ の 一 側 が 弾 性 紐 ７ ｃ の
弾 力 に よ っ て 使 用 者 の 顔 面 に 密 着 す る よ う に 着 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の 状 態 で 、 制 御 部 ３ の 操 作 ボ タ ン を 作 動 さ せ る と 、 そ れ ぞ れ の 熱 線 １ ０ ま た は レ ー ザ
ー 発 生 器 ４ が 作 動 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 前 記 熱 線 １ ０ は 、 温 熱 が 発 生 し て 顔 面 の 筋 肉 に 温 か い 熱 が 加 え ら れ 、 顔 面 の 筋 肉 に 温 熱
が 伝 達 さ れ る と 、 筋 肉 の 疲 労 が 解 消 さ れ る と 同 時 に 皮 膚 が 拡 張 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 レ ー ザ ー 発 生 器 ４ の ラ ン プ ４ ｂ か ら は レ ー ザ ー 光 線 が 発 生 す る 。 こ の 光 線 は 、 低
出 力 角 度 （ 約 ２ ５ ° ） で 皮 膚 の ３ ～ ５ ｍ ｍ 程 度 に 分 散 浸 透 し て 皮 膚 を マ ッ サ ー ジ す る 。
こ の 際 、 熱 線 １ ０ か ら 発 生 す る 温 熱 に よ っ て 皮 膚 が 拡 張 さ れ た た め 、 前 記 レ ー ザ ー 光 線 が
皮 膚 に 容 易 に 浸 透 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ こ で 、 レ ー ザ ー 光 線 が 低 出 力 の 角 度 で 分 散 浸 透 す る た め 、 眼 球 に は 何 の 影 響 も 与 え な
い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 マ ス ク １ を 着 用 す る 際 に マ ス ク １ が 大 き く て 顔 面 骨 格 に 合 わ な い 場 合 、 エ ア 注 入 ポ ン プ
２ ２ を 複 数 回 押 す と 、 外 部 の 空 気 が 逆 止 め 弁 ２ ２ ａ に 注 入 さ れ て 逆 止 弁 ２ ２ ｂ を 介 し て 排
出 バ ル ブ ３ ０ の 管 ３ ３ 、 注 入 ホ ー ス ３ ４ を 経 て エ ア パ ッ ド ２ ０ の ホ ー ル ２ １ に 注 入 さ れ る
。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の 際 、 注 入 さ れ る 空 気 に よ っ て エ ア パ ッ ド ２ ０ が 膨 張 し て 顔 面 に 合 わ せ て 拡 張 さ れ る
。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 前 記 エ ア パ ッ ド ２ ０ の 内 部 に 多 量 の 空 気 が 注 入 さ れ る た め 、 こ れ を 排 出 す る た め
に は 、 排 出 バ ル ブ ３ ０ の 排 出 ピ ン ３ １ を 押 さ な け れ ば な ら な い 。 こ の よ う に 排 出 ピ ン を 押
す と 、 排 出 ピ ン ３ １ は 下 端 に 挿 入 さ れ た ス プ リ ン グ Ｓ を 圧 縮 さ せ な が ら 下 降 す る 。 こ の 際
、 排 出 孔 ３ ５ を 遮 断 し て い る 遮 断 板 ３ ２ も 同 時 に 下 降 し て 排 出 孔 ３ ５ を オ ー プ ン さ せ る 。
こ の オ ー プ ン さ れ た 排 出 孔 ３ ５ を 介 し て エ ア パ ッ ド ２ ０ 内 の 空 気 が 排 出 さ れ る 。
こ の よ う に エ ア パ ッ ド ２ ０ の 空 気 が 排 出 さ れ て マ ス ク １ が 顔 面 に 適 切 に 着 用 さ れ る と き 、
排 出 ピ ン ３ １ を 放 す と 、 圧 縮 さ れ た ス プ リ ン グ Ｓ の 復 帰 力 に よ っ て 排 出 ピ ン ３ １ が 上 昇 し
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、 共 に 上 昇 す る 遮 断 板 ３ ２ に よ っ て 排 出 孔 ３ ５ が 遮 断 さ れ 、 こ れ に よ り エ ア の 排 出 が 遮 断
さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 マ ス ク １ の 内 面 に 高 周 波 に よ っ て 熱 融 着 さ れ た 宝 石 ５ は 、 熱 線 １ ０ の 熱 に よ っ て 温 め ら
れ る と 、 遠 赤 外 線 と 陰 イ オ ン を 放 射 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 特 に 、 遠 赤 外 線 は 波 長 の 長 い 赤 外 線 を 意 味 す る が 、 赤 外 線 は 可 視 光 線 の 赤 色 領 域 よ り 波
長 が 長 く て 熱 作 用 が 大 き い 電 磁 波 の 一 種 で あ る 。 波 長 の 短 い 赤 外 線 は 近 赤 外 線 と い う 。 遠
赤 外 線 は 、 目 に 見 え ず 、 物 質 に よ く 吸 収 さ れ る う え 、 有 機 化 合 物 分 子 に 対 す る 共 振 及 び 共
鳴 作 用 が 強 い こ と が 特 徴 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 光 は 、 一 般 に 、 波 長 が 短 け れ ば 、 よ く 反 射 さ れ 、 波 長 が 長 け れ ば 、 物 体 に 達 し た と き に
よ く 吸 収 さ れ る 性 質 が あ っ て 浸 透 力 が 強 い た め 、 人 体 も 赤 外 線 に 晒 さ れ る と 温 め ら れ る 。
例 え ば 、 ３ ０ ° の 水 中 で は ほ ぼ 温 か い 感 じ を 受 け ら れ な い が 、 同 じ 温 度 の 日 光 に 晒 さ れ て
座 っ て い る と 、 温 か い 気 が す る 。 そ の 理 由 は 、 日 光 中 に 含 ま れ て い る 遠 赤 外 線 が 皮 膚 深 く
浸 透 し て 熱 を 作 る た め で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の よ う な 熱 作 用 は 、 各 種 疾 病 の 原 因 と な る 細 菌 を 無 く す の に 役 に 立 つ う え 、 毛 細 血 管
を 拡 張 さ せ て 血 液 循 環 と 細 胞 組 織 の 生 成 に 役 に 立 つ 。 ま た 、 遠 赤 外 線 は 、 細 胞 を 構 成 す る
水 分 と 蛋 白 質 分 子 に 触 れ る と 、 細 胞 を １ 分 当 た り ２ ０ ０ ０ 回 ず つ 微 細 に 振 動 さ せ る こ と に
よ り 、 細 胞 組 織 を 活 性 化 し て 老 化 防 止 、 新 陳 代 謝 の 促 進 、 及 び 慢 性 疲 労 な ど の 各 種 成 人 病
の 予 防 に 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 そ の 他 に も 、 発 汗 作 用 の 促 進 、 痛 み の 緩 和 、 重 金 属 の 除 去 、 熟 眠 、 脱 臭 、 防 菌 、 防 黴 、
除 湿 、 空 気 浄 化 な ど の 効 果 が あ っ て 、 住 宅 や 建 築 資 材 、 厨 房 器 具 、 繊 維 ・ 衣 類 ・ 寝 具 類 、
医 療 器 具 、 サ ウ ナ な ど の 様 々 な 分 野 に 使 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 陰 イ オ ン は 、 血 液 中 に ミ ネ ラ ル 成 分 、 例 え ば カ ル シ ウ ム 、 ナ ト リ ウ ム 、 カ リ ウ ム な ど の
イ オ ン 化 率 を 上 昇 さ せ て ア ル カ リ 化 の 進 行 に よ っ て 血 液 を 浄 化 し 、 エ ン ド ル フ ィ ン 、 エ ン
ケ フ ァ リ ン と い う 物 質 を 発 生 さ せ る こ と に よ り 、 血 清 中 の カ ル シ ウ ム と ナ ト リ ウ ム の イ オ
ン 化 率 の 上 昇 に よ っ て 血 液 浄 化 、 疲 労 回 復 及 び 体 力 回 復 の 効 果 を 持 つ う え 、 強 い 痛 み の あ
っ た 部 分 の 細 胞 を 健 康 に 活 性 化 さ せ て 痛 み を 緩 和 す る 効 果 も 持 つ 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 陰 イ オ ン は 、 細 胞 膜 に お け る 電 気 的 物 質 交 流 に よ っ て 血 液 を 浄 化 さ せ る 血 液 浄 化 作 用 と
、 血 清 中 に 含 ま れ た 免 疫 成 分 で あ る グ ロ ブ リ ン の 量 を 増 加 さ せ 、 感 染 症 状 に 対 す る 抵 抗 力
を 高 め る の で 、 陰 イ オ ン 療 法 を 用 い る 場 合 に 治 癒 効 果 を ア ッ プ さ せ る 抵 抗 力 増 加 作 用 と 、
全 て の 血 管 、 内 臓 等 わ れ わ れ の 考 え 方 ま た は 感 じ に 反 応 す る 自 律 神 経 系 を 人 体 に 有 益 に 調
節 し て 、 人 体 の 全 て の 器 官 、 神 経 系 統 、 血 液 、 細 胞 お よ び リ ン パ 液 な ど に 生 気 を 与 え る こ
と に よ り 、 弱 化 し た 機 能 を 強 化 さ せ 且 つ 活 力 を 与 え る 決 定 的 な 役 割 を す る 自 律 神 経 系 調 節
作 用 と を す る 。 一 方 、 Ｔ Ｖ 、 Ｐ Ｃ 、 移 動 電 話 を 始 め と し た 各 種 電 子 、 電 気 製 品 か ら 放 出 さ
れ る Ｘ 線 、 Ｒ 線 、 電 離 放 射 線 、 紫 外 線 な ど は 、 高 い エ ネ ル ギ ー を 持 っ て い る 。 こ れ は 、 空
気 中 で 陽 イ オ ン を 生 成 す る 原 因 に な る が 、 陽 イ オ ン の 数 が 多 く な る と 、 喘 息 、 気 管 支 炎 、
頭 痛 、 視 覚 障 害 、 腰 痛 、 肩 凝 り 、 神 経 過 敏 、 緊 張 高 潮 、 生 理 不 順 、 無 気 力 症 、 憂 鬱 症 、 皮
膚 炎 、 奇 形 児 出 産 な ど の 病 気 を 誘 発 す る お そ れ が あ る 。 陰 イ オ ン は 、 （ － ） 電 荷 を 帯 び た
空 気 の 原 子 要 素 で あ っ て 、 有 害 な 陽 イ オ ン を 中 和 さ せ 、 血 を 浄 化 し 、 神 経 安 定 、 疲 労 回 復
、 食 欲 増 進 及 び 細 胞 活 性 化 を 促 進 さ せ て 生 気 の あ る 生 活 を 営 む よ う に す る と い う 効 果 が あ
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 図 １ 】 本 考 案 に 係 る マ ッ サ ー ジ マ ス ク の 内 部 構 成 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
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【 図 ２ 】 本 考 案 に 係 る マ ッ サ ー ジ マ ス ク の 内 部 構 成 を 示 す 一 部 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 マ ス ク に 内 蔵 さ れ た 熱 線 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 マ ス ク に 内 蔵 さ れ た レ ー ザ ー 発 生 器 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 マ ス ク に 内 蔵 さ れ た エ ア パ ッ ド を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ ａ 】 エ ア 注 入 ポ ン プ を 用 い て エ ア パ ッ ド の 内 部 に 空 気 を 注 入 す る こ と を 示 す 図 で あ
る 。
【 図 ６ ｂ 】 エ ア パ ッ ド 内 の 空 気 を 排 出 す る こ と を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 １ 　 　 マ ス ク
　 ２ 　 　 ホ ー ル
　 ３ 　 　 制 御 部
　 ４ 　 　 レ ー ザ ー 発 生 器
　 ４ ａ 　 　 電 線
　 ５ 　 　 宝 石
　 ７ 　 　 締 結 具
　 ８ 　 　 締 結 孔
１ ０ 　 　 熱 線
２ ０ 　 　 エ ア パ ッ ド
２ １ 　 　 ホ ー ル
２ ２ 　 　 エ ア 注 入 ポ ン プ
２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ 　 逆 止 め 弁
３ ０ 　 　 排 出 弁
３ １ 　 　 排 出 ピ ン
３ ２ 　 　 遮 断 板
３ ３ 　 　 管
３ ４ 　 　 注 入 ホ ー ス
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ ａ 】 【 図 ６ ｂ 】
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